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特
集
・
晴
唐
期
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
宗
派
意
識
コ
メ
ン
ト
階
唐
時
代
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
宗
派
意
識
の
問
題
点
一
ー
凝
然
撰
『
八
宗
綱
要
』
と
楊
文
会
撰
『
十
宗
略
説
』
の
視
座
を
通
し
て
ー
　
本
日
、
五
名
の
発
表
者
に
よ
り
階
唐
時
代
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
に
お
け
る
宗
派
意
識
に
つ
い
て
発
表
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
は
、
従
来
の
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
宗
派
認
識
を
見
直
す
よ
う
な
見
解
も
多
く
出
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
主
に
清
代
の
仏
教
を
研
究
し
て
い
る
た
め
、
陪
唐
仏
教
に
関
す
る
専
門
的
知
識
が
乏
し
く
、
適
切
な
コ
メ
ン
ト
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
る
。
ま
た
時
間
の
関
係
で
、
各
先
生
の
諸
論
点
に
つ
い
て
詳
し
い
紹
介
と
論
評
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
筆
者
が
あ
え
て
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
の
は
、
宗
派
あ
る
い
は
宗
派
意
識
と
い
う
問
題
は
近
代
以
来
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
新
た
な
展
開
の
な
か
で
も
一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
近
代
で
形
成
さ
れ
た
宗
派
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
階
唐
時
代
を
含
む
東
ア
ジ
ア
仏
教
の
歴
史
理
解
（
認
識
）
に
陳
継
　
東
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
筆
者
は
主
に
三
つ
の
問
題
か
ら
本
日
の
発
表
を
概
観
し
つ
つ
、
雑
駁
な
が
ら
コ
メ
ン
ト
し
て
み
た
い
と
思
う
。
　
ま
ず
最
初
に
、
階
唐
時
代
の
宗
派
の
捉
え
方
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
派
を
如
何
に
定
義
す
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
今
日
の
発
表
の
な
か
で
改
め
て
議
論
さ
れ
た
と
思
う
。
従
来
、
た
と
え
ば
、
中
国
の
著
名
な
仏
教
史
学
者
の
湯
用
彫
先
生
は
か
つ
て
「
論
中
国
仏
教
無
十
宗
」
の
な
か
で
、
宗
の
二
つ
意
味
を
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
仏
教
が
中
国
に
伝
来
し
て
か
ら
、
経
典
の
訳
出
が
次
第
に
多
く
増
え
て
い
く
に
と
も
な
っ
て
、
中
国
の
仏
教
者
の
間
で
は
こ
れ
ら
の
経
論
を
め
ぐ
っ
て
異
な
っ
た
理
解
が
生
じ
、
さ
ま
ざ
ま
な
主
張
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
が
「
宗
」
の
第
一
の
意
味
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
旨
、
主
張
、
学
説
の
意
味
で
あ
る
。
経
論
研
究
の
発
達
に
し
た
が
っ
て
、
経
師
（
浬
葉
経
）
、
論
師
（
成
実
論
師
、
地
論
師
、
摂
論
師
）
が
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
経
論
の
理
論
は
陳コメント：階唐時代の東アジア仏教における宗派意識の問題点507
「
宗
」
と
も
称
さ
れ
た
。
し
か
し
、
階
に
な
る
と
さ
ら
に
変
化
が
生
じ
、
新
た
な
理
論
が
作
ら
れ
た
の
と
同
時
に
、
新
た
な
集
団
も
現
れ
た
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
宗
の
第
二
の
意
味
で
、
教
派
、
宗
派
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
宗
派
と
は
創
始
者
が
あ
り
、
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
伝
承
者
が
あ
り
、
さ
ら
に
信
者
が
あ
り
、
ま
た
体
系
化
さ
れ
た
教
義
と
実
行
さ
れ
て
い
る
儀
式
や
規
律
が
あ
る
宗
教
集
団
と
捉
え
て
い
る
。
宗
の
第
一
の
意
味
は
教
義
を
重
視
し
、
宗
の
第
二
の
意
味
は
人
々
の
集
団
を
重
視
す
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
　
張
先
生
は
こ
の
定
義
の
有
効
性
に
つ
い
て
疑
問
を
呈
示
し
て
い
る
。
張
先
生
に
よ
れ
ば
、
　
一
旦
こ
の
よ
う
な
基
準
に
基
づ
い
て
、
具
体
的
に
あ
る
宗
派
の
人
数
、
空
間
（
地
域
）
分
布
の
広
さ
を
考
察
す
る
と
、
以
上
の
基
準
の
有
効
性
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
唯
一
判
断
基
準
に
な
る
の
は
師
弟
の
伝
承
関
係
、
そ
の
実
践
す
る
教
え
（
法
門
）
の
一
致
性
で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
張
先
生
の
主
張
は
、
師
弟
の
伝
承
系
譜
と
修
行
の
教
え
の
一
致
性
が
宗
派
を
判
断
す
る
た
め
に
も
っ
と
も
重
要
な
基
準
だ
と
み
な
し
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
修
持
法
門
の
内
容
に
儀
式
、
戒
律
や
規
約
、
教
義
体
系
が
含
ま
れ
て
い
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
し
そ
れ
ら
が
含
ま
れ
る
な
ら
、
張
先
生
の
観
点
は
湯
用
彫
先
生
と
違
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
新
川
先
生
は
最
澄
を
例
に
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
南
都
仏
教
す
な
わ
ち
奈
良
仏
教
は
経
典
や
論
書
の
教
説
に
お
い
て
枢
要
な
教
義
を
「
宗
」
と
見
て
、
経
論
の
教
義
に
重
点
を
置
い
て
い
た
が
、
最
澄
の
宗
派
意
識
で
は
そ
の
教
義
を
同
じ
く
尊
崇
す
る
人
々
の
一
団
を
「
宗
」
と
し
て
、
教
義
を
共
有
す
る
集
団
（
宗
団
）
に
重
点
を
移
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
一
宗
団
中
で
そ
の
教
義
を
め
ぐ
る
解
釈
の
違
い
に
よ
っ
て
「
派
」
が
生
じ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
と
派
の
意
味
が
明
快
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
今
ま
で
な
か
っ
た
新
し
い
論
説
で
は
な
い
か
と
思
う
。
た
だ
、
宗
団
と
教
団
の
違
い
を
ど
う
区
別
す
る
か
と
い
う
問
題
が
問
わ
れ
て
い
る
。
吉
津
先
生
は
従
来
の
宗
派
的
な
見
解
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
独
自
に
中
国
の
仏
教
は
説
か
ら
教
へ
、
教
（
大
教
）
か
ら
宗
へ
、
さ
ら
に
教
と
宗
を
融
合
し
た
大
法
へ
の
展
開
が
あ
っ
た
と
見
て
い
る
。
そ
の
教
と
は
儒
教
の
教
と
同
等
な
神
聖
さ
を
持
つ
仏
陀
の
教
説
（
経
論
の
教
義
）
で
、
そ
の
宗
は
主
に
禅
宗
を
指
し
、
仏
陀
の
教
を
自
由
自
在
に
、
個
性
的
に
把
握
し
、
自
分
の
宗
旨
（
主
張
）
を
重
ん
じ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
中
国
仏
教
の
分
派
は
主
に
禅
宗
で
起
こ
っ
た
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
宗
と
派
は
吉
津
先
生
の
説
明
に
お
い
て
は
禅
宗
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
禅
宗
以
外
の
中
国
仏
教
の
展
開
の
な
か
に
、
宗
派
が
な
く
、
教
し
か
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
大
き
い
疑
問
の
解
決
が
待
た
れ
る
。
　
次
に
、
階
唐
の
よ
う
な
宗
派
的
な
意
識
（
教
・
法
・
宗
）
が
如
何
に
東
ア
ジ
ア
の
仏
教
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
同
じ
く
階
唐
仏
教
の
教
学
を
受
容
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
三
国
仏
教
の
「
宗
派
意
識
」
は
か
な
り
の
違
い
を
呈
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
を
ど
う
解
釈
す
べ
き
か
。
吉
津
先
生
は
セ
ク
ト
と
し
て
の
宗
派
は
む
し
ろ
日
本
で
形
成
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
宗
派
的
な
仏
教
を
「
大
僧
」
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
日
本
の
宗
派
仏
教
を
形
成
す
る
基
礎
は
コ
兀
暁
・
法
蔵
融
合
形
態
」
の
イ
デ
ア
と
規
定
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
元
暁
．
法
蔵
融
合
形
態
」
の
華
厳
教
学
は
、
日
本
仏
教
の
宗
派
（
意
識
）
の
形
成
と
の
関
連
お
よ
び
そ
の
働
き
が
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。
果
た
し
て
こ
の
よ
う
な
教
学
だ
け
が
セ
ク
ト
と
し
て
宗
派
を
作
り
出
せ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
疑
問
が
持
た
れ
る
。
新
川
先
生
の
報
告
で
は
、
最
澄
の
比
叡
山
宗
団
は
総
本
山
を
確
定
し
、
そ
の
宗
団
の
諸
寺
院
を
位
置
づ
け
、
宗
団
の
教
義
を
学
ぶ
宗
学
を
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
宗
派
（
天
台
宗
）
と
い
う
意
識
が
確
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
吉
津
先
生
の
教
学
基
盤
と
い
う
要
素
に
最
も
重
点
を
置
い
た
考
え
方
と
違
っ
て
、
宗
団
内
の
組
織
化
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
組
織
化
こ
そ
、
中
国
、
朝
鮮
半
島
の
仏
教
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
金
先
生
の
発
表
の
な
か
で
、
高
麗
時
代
の
仏
教
は
は
っ
き
り
し
た
宗
派
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
禅
と
教
と
い
う
宗
派
の
違
い
に
目
覚
め
て
お
り
、
新
羅
時
代
の
仏
教
は
宗
派
と
し
て
法
相
宗
、
華
厳
宗
、
禅
宗
が
挙
げ
ら
れ
、
禅
宗
と
華
厳
と
の
対
立
が
主
な
も
の
だ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
、
主
に
教
学
面
、
つ
ま
り
教
学
の
相
違
と
い
う
角
度
か
ら
宗
派
意
識
を
論
じ
て
い
る
の
で
、
宗
派
に
関
す
る
定
義
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
。
　
第
三
に
、
宗
派
意
識
の
問
題
を
考
え
る
と
き
に
、
近
代
の
視
点
を
顧
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
近
代
に
お
い
て
、
中
国
で
も
日
本
で
も
宗
派
に
関
す
る
再
定
義
が
行
わ
れ
た
。
中
国
の
場
合
は
主
に
楊
文
会
と
い
う
代
表
的
な
仏
教
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
彼
は
日
本
の
凝
然
撰
『
八
宗
綱
要
』
に
基
。
つ
い
て
、
中
国
仏
教
を
十
宗
に
ま
と
め
た
。
こ
れ
は
中
国
に
は
な
か
っ
た
考
え
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
凝
然
と
異
な
っ
て
、
彼
は
十
宗
を
凝
然
の
形
成
時
間
の
順
序
と
並
べ
る
で
は
な
く
、
律
宗
か
ら
始
ま
り
浄
土
に
帰
す
る
と
い
う
体
系
に
配
列
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
は
こ
れ
ら
の
十
宗
を
彼
が
打
ち
出
し
た
「
馬
鳴
宗
」
で
統
合
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
彼
の
認
識
に
お
い
て
は
、
教
学
と
し
て
の
学
派
と
教
団
と
し
て
の
宗
派
が
厳
密
に
区
別
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
は
、
明
治
五
年
か
ら
明
治
九
年
ま
で
、
政
府
の
法
令
で
日
本
仏
教
の
十
二
宗
派
が
認
定
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
中
国
系
の
仏
教
だ
っ
た
黄
漿
宗
が
日
本
仏
教
に
一
つ
の
独
立
宗
派
と
し
て
正
式
に
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
一
事
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
宗
派
の
成
立
は
決
し
て
教
学
だ
け
で
充
足
で
き
る
も
の
で
な
く
、
国
家
の
関
与
、
経
済
の
状
況
、
寺
院
関
係
の
確
立
な
ど
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
二
　
「
中
国
仏
教
に
宗
派
は
い
く
つ
あ
っ
た
の
か
」
と
い
う
問
題
は
中
国
仏
教
史
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
清
朝
末
期
、
南
京
金
陵
刻
経
処
を
創
設
し
た
楊
文
会
居
士
（
一
八
三
七
－
一
九
一
一
）
は
『
十
宗
略
説
」
を
著
し
、
中
国
仏
教
の
宗
派
を
十
宗
に
ま
と
め
、
そ
の
中
で
各
宗
派
の
宗
旨
を
提
示
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
日
本
の
凝
然
撰
『
八
宗
綱
要
』
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
凝
然
の
陳コメント：階唐時代の東アジア仏教における宗派意識の問題点509
『
八
宗
綱
要
』
が
中
国
に
伝
わ
っ
た
の
は
一
八
九
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
楊
文
会
は
先
年
ロ
ン
ド
ン
で
交
友
関
係
を
結
ん
だ
南
條
文
雄
か
ら
『
八
宗
綱
要
』
を
寄
贈
さ
れ
た
。
二
人
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
一
八
九
一
年
三
月
頃
、
中
国
で
失
わ
れ
た
仏
教
書
籍
を
購
入
し
た
い
と
い
う
楊
文
会
の
依
頼
に
応
え
て
、
南
條
文
雄
は
法
蔵
館
刊
行
の
『
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
綱
要
』
を
含
め
た
約
二
十
八
種
の
書
籍
を
楊
文
会
に
送
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
八
九
二
年
十
月
頃
、
和
文
の
『
八
宗
綱
要
講
解
』
と
い
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
籍
を
楊
文
会
に
送
っ
た
と
い
う
記
録
も
あ
る
。
以
下
は
、
『
八
宗
綱
要
』
と
簡
単
に
対
比
さ
せ
な
が
ら
、
楊
文
会
の
『
十
宗
略
説
』
の
特
徴
と
そ
の
影
響
を
考
察
す
る
。
　
『
十
宗
略
説
』
（
一
九
〇
六
年
前
後
）
に
言
う
「
十
宗
」
と
は
①
律
宗
、
②
倶
舎
宗
、
③
成
実
宗
、
④
三
論
宗
、
⑤
天
台
宗
、
⑥
賢
首
宗
、
⑦
慈
恩
宗
、
⑧
禅
宗
、
⑨
密
宗
、
⑩
浄
土
宗
で
あ
る
。
　
凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
（
一
二
六
八
年
）
は
、
主
に
日
本
で
形
成
さ
れ
た
「
八
宗
」
を
取
り
上
げ
て
、
各
宗
の
歴
史
・
教
理
的
展
開
を
要
点
を
掴
ん
で
簡
明
に
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
八
宗
と
は
①
倶
舎
宗
、
②
成
実
宗
、
③
律
宗
、
④
慈
恩
宗
、
⑤
三
論
宗
、
⑥
天
台
宗
、
⑦
華
厳
宗
、
⑧
真
言
宗
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
当
時
に
流
行
し
始
め
て
い
た
禅
宗
・
浄
土
宗
を
加
え
た
十
宗
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
の
『
八
宗
綱
要
』
を
土
台
と
し
た
こ
と
を
、
楊
文
会
は
『
十
宗
略
説
』
の
序
文
の
な
か
で
明
確
に
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
　
　
　
長
白
の
如
冠
九
年
伯
は
「
八
宗
」
の
二
行
を
著
し
、
書
の
掛
　
　
け
軸
を
自
書
し
、
武
林
（
現
在
の
江
蘇
省
鎮
江
）
で
そ
れ
を
刊
　
　
行
し
た
。
私
は
「
禅
門
日
課
」
の
末
に
付
録
し
よ
う
と
し
た
が
、
実
現
で
き
な
か
っ
た
。
近
頃
、
日
本
の
凝
然
上
人
が
著
し
た
『
八
宗
綱
要
』
を
見
た
。
そ
の
引
証
は
詳
し
く
明
確
で
あ
る
が
、
初
心
者
の
理
解
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
自
ら
の
固
隔
を
も
か
え
り
み
ず
、
重
ね
て
『
十
宗
略
説
』
を
作
り
、
簡
潔
で
あ
り
、
か
つ
わ
か
り
や
す
し
も
の
に
し
よ
う
と
し
た
。
　
前
の
九
宗
は
多
様
な
機
根
の
そ
れ
ぞ
れ
を
摂
す
る
も
の
で
あ
り
、
最
後
の
一
宗
は
す
べ
て
の
機
根
を
普
く
摂
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
い
ず
れ
の
法
を
修
し
よ
う
と
も
、
み
な
浄
土
の
資
糧
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
九
宗
は
一
宗
に
入
る
の
で
あ
る
。
ま
た
浄
土
に
生
ま
れ
た
後
に
、
い
ず
れ
の
法
門
も
は
じ
め
て
円
満
に
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
宗
は
九
宗
に
入
る
の
で
あ
る
。
（
十
宗
は
）
融
通
無
碍
で
あ
り
、
互
い
に
交
渉
し
、
参
入
し
て
い
る
。
学
道
の
人
は
現
在
の
自
己
の
立
場
を
自
慢
し
、
互
い
に
張
り
合
う
よ
う
な
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
と
切
に
願
う
。
　
長
白
如
冠
九
年
伯
作
八
宗
二
行
、
自
書
条
幅
、
刻
於
武
林
。
予
欲
附
入
禅
門
日
諦
之
末
而
未
果
。
頃
見
日
本
凝
然
上
人
所
著
『
八
宗
綱
要
』
、
引
証
詳
明
、
而
非
初
学
所
能
領
会
。
因
不
端
固
随
、
重
作
十
宗
略
説
、
求
其
簡
而
易
暁
也
。
以
前
九
宗
分
摂
群
機
、
以
後
之
一
宗
普
摂
群
機
。
随
修
何
法
、
皆
作
浄
土
資
量
、
則
九
宗
入
一
宗
。
生
浄
土
後
、
門
門
皆
得
円
証
、
則
一
宗
入
九
宗
。
融
通
無
碍
、
渉
入
交
参
。
学
者
慎
勿
入
主
出
奴
、
互
相
額
頑
也
。
こ
こ
で
は
『
十
宗
略
説
』
を
著
す
動
機
や
凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
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啓
発
さ
れ
た
こ
と
の
他
、
十
宗
は
対
立
す
る
も
の
で
は
な
く
、
融
通
無
碍
な
関
係
に
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
と
く
に
、
　
一
宗
と
そ
の
他
の
九
宗
と
の
相
互
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
宗
と
は
浄
土
宗
で
あ
り
、
九
宗
と
は
律
宗
、
倶
舎
宗
、
成
実
宗
、
三
論
宗
、
天
台
宗
、
賢
首
宗
、
慈
恩
宗
、
禅
宗
、
密
宗
で
あ
り
、
併
せ
て
十
宗
　
　
　
　
　
　
　
る
　
と
な
る
の
で
あ
る
。
　
『
十
宗
略
説
』
は
短
い
が
、
各
宗
派
の
起
源
、
伝
承
の
系
譜
、
基
本
の
教
義
、
現
在
ま
で
の
伝
承
状
況
な
ど
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
記
述
内
容
に
は
『
八
宗
綱
要
』
を
参
考
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
少
な
く
な
い
。
『
八
宗
綱
要
」
は
中
国
、
日
本
に
存
在
す
る
宗
派
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
十
宗
略
説
』
は
中
国
仏
教
の
宗
派
を
論
じ
る
も
の
で
、
記
述
の
範
囲
は
中
国
に
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
十
宗
略
説
』
は
主
と
し
て
『
八
宗
綱
要
』
の
十
宗
説
と
各
宗
の
歴
史
（
日
本
で
の
展
開
を
含
ま
な
い
）
と
そ
の
教
義
（
唐
代
ま
で
）
の
解
説
内
容
を
継
承
し
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
　
中
国
仏
教
に
は
十
個
の
宗
派
が
あ
る
、
と
い
う
認
識
は
そ
れ
ま
で
の
中
国
に
は
存
在
し
な
い
。
従
来
、
中
国
仏
教
宗
派
を
ま
と
め
て
論
じ
る
書
籍
で
基
本
的
と
さ
れ
た
も
の
は
、
南
宋
時
代
の
宗
竪
の
『
釈
門
正
統
』
（
一
二
三
七
年
）
と
志
磐
の
『
仏
祖
統
記
』
（
一
二
六
九
年
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
つ
の
著
述
の
な
か
で
は
、
禅
宗
、
華
厳
宗
、
法
相
宗
、
真
言
宗
、
律
宗
、
天
台
宗
、
そ
し
て
浄
土
教
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
浄
土
の
説
は
各
宗
派
に
含
ま
れ
た
た
め
、
教
と
し
て
の
み
扱
わ
れ
、
一
つ
の
宗
派
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
明
代
の
釈
広
真
（
吹
万
老
人
）
は
『
釈
教
三
字
経
』
（
一
六
二
一
年
）
を
著
し
、
志
磐
の
説
を
発
展
さ
せ
て
、
禅
宗
な
ど
と
浄
土
教
を
も
六
宗
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
一
つ
に
数
え
た
、
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
、
「
浄
土
宗
」
と
い
う
言
い
方
は
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
蓮
宗
や
蓮
社
と
い
う
呼
び
名
は
一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
た
。
清
末
に
な
る
と
、
楊
文
会
ら
が
「
浄
土
宗
」
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
明
ら
か
に
凝
然
に
影
響
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
　
次
に
、
各
宗
派
の
歴
史
や
教
義
を
論
ず
る
際
に
も
、
凝
然
の
説
が
参
考
に
さ
れ
、
例
え
ば
「
密
宗
」
に
つ
い
て
は
、
龍
猛
菩
薩
か
ら
恵
果
ま
で
の
相
伝
、
『
大
日
経
』
が
そ
の
所
依
と
さ
れ
る
こ
と
、
十
住
心
の
教
判
説
、
三
密
相
応
、
即
凡
成
聖
な
ど
が
説
か
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
『
八
宗
綱
要
』
中
の
真
言
宗
関
係
の
記
述
に
従
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
異
な
る
内
容
も
あ
る
。
凝
然
は
『
大
日
経
』
に
続
け
て
『
蘇
悉
地
経
』
を
秘
密
真
言
教
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
楊
文
会
は
代
わ
り
に
『
金
剛
頂
経
』
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
密
宗
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
唐
の
一
行
の
『
大
日
経
疏
』
、
遼
の
道
厄
の
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
お
よ
び
元
度
の
『
大
蔵
秘
要
』
な
ど
を
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
祈
雨
治
病
な
ど
の
法
は
密
教
の
枝
葉
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
入
壇
行
道
す
る
者
は
必
ず
金
剛
阿
箸
黎
か
ら
伝
授
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
中
国
に
お
け
る
密
教
は
久
し
く
そ
の
伝
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
恵
果
の
教
え
は
日
本
に
伝
わ
っ
て
、
現
在
ま
で
絶
え
て
い
な
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
他
の
宗
派
に
つ
い
て
の
解
説
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
宗
派
の
基
本
的
教
義
・
唐
代
ま
で
の
伝
承
に
関
し
て
は
、
多
く
凝
然
の
説
に
よ
る
が
、
宋
代
以
降
の
陳コメント：階唐時代の東アジア仏教における宗派意識の問題点511
記
述
内
容
は
楊
文
会
に
よ
っ
て
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
だ
が
、
『
十
宗
略
説
』
を
単
な
る
仏
教
入
門
書
を
見
る
の
は
正
し
く
な
い
。
こ
れ
は
楊
文
会
自
身
の
仏
教
思
想
を
体
系
化
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
　
凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
は
十
宗
を
小
乗
と
大
乗
の
別
と
、
ま
た
日
本
に
伝
来
し
た
時
代
順
を
考
慮
し
て
配
列
す
る
だ
け
で
、
十
宗
の
相
互
関
係
は
論
じ
て
い
な
い
。
十
宗
の
順
序
に
つ
い
て
、
凝
然
は
「
以
前
に
列
す
る
所
の
諸
宗
の
次
第
は
、
是
れ
浅
深
の
次
第
に
非
ず
。
唯
だ
、
言
に
随
い
て
列
す
る
爾
。
何
れ
を
列
す
る
も
得
べ
き
が
故
に
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
且
く
上
の
如
く
之
を
列
す
る
耳
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
し
か
し
、
『
十
宗
略
説
』
の
律
宗
に
始
ま
り
浄
土
宗
で
終
わ
る
順
序
は
、
仏
教
の
出
発
点
か
ら
究
極
の
信
仰
と
解
脱
に
至
る
ま
で
の
過
程
の
中
に
十
宗
を
配
当
し
、
諸
宗
の
関
係
を
総
体
と
し
て
捉
え
る
も
の
で
あ
り
、
楊
文
会
の
教
判
的
考
え
方
を
明
確
に
表
し
て
い
る
。
十
宗
の
末
尾
に
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
現
わ
れ
て
い
る
。
　
　
　
出
世
の
三
学
は
戒
を
本
と
為
す
か
ら
、
最
初
に
律
宗
を
標
示
　
　
す
る
。
仏
は
法
輪
を
転
じ
、
先
ず
声
聞
を
救
度
す
る
か
ら
、
次
　
　
に
小
乗
の
二
宗
で
あ
る
。
東
土
（
中
国
）
の
学
者
は
羅
什
の
弟
　
　
子
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
興
隆
し
た
と
さ
れ
る
の
で
、
次
に
三
　
　
論
宗
で
あ
る
。
教
と
観
を
建
立
す
る
こ
と
に
お
い
て
天
台
は
完
　
　
備
し
て
お
り
、
賢
首
は
華
厳
を
明
ら
か
に
し
、
慈
恩
は
法
相
を
　
　
弘
め
、
そ
れ
ぞ
れ
今
ま
で
伝
習
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
教
の
　
　
下
の
三
家
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
拮
花
の
一
脈
禅
は
教
外
　
　
別
伝
で
あ
り
、
灌
頂
の
一
宗
は
金
剛
密
授
で
あ
る
か
ら
、
三
家
　
　
の
後
に
列
す
る
。
以
上
の
各
宗
派
は
い
ず
れ
も
専
修
す
れ
ば
、
　
　
道
を
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
機
根
に
は
利
と
鈍
が
　
　
あ
り
、
学
問
に
は
浅
と
深
が
あ
る
が
、
そ
の
生
死
を
ま
だ
出
て
　
　
い
な
い
者
は
速
や
か
に
念
仏
し
て
西
土
に
生
ま
れ
、
こ
れ
に
よ
　
　
っ
て
退
堕
を
防
ぐ
必
要
が
あ
る
。
す
で
に
不
退
地
に
登
っ
た
者
　
　
も
ま
た
、
ま
さ
に
そ
の
位
に
達
し
た
時
に
阿
弥
陀
に
ま
み
え
、
　
　
法
印
を
直
接
に
承
け
る
か
ら
、
浄
土
を
最
終
と
す
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
出
世
三
学
、
以
戒
為
本
、
故
首
標
律
宗
。
仏
転
法
輪
、
先
度
　
　
声
聞
、
故
次
之
以
小
乗
二
宗
。
東
土
学
者
、
羅
什
之
徒
、
首
称
　
　
興
盛
、
故
次
以
三
論
宗
。
建
立
教
観
、
天
台
方
備
、
賢
首
閲
華
　
　
厳
、
慈
恩
弘
法
相
、
伝
習
至
今
。
称
為
教
下
三
家
。
拮
花
一
脈
、
　
　
教
外
別
伝
、
灌
頂
一
宗
、
金
剛
密
授
、
故
列
於
三
家
之
後
。
以
　
　
上
各
宗
、
専
修
一
門
、
皆
能
証
道
。
但
根
有
利
鈍
、
学
有
浅
深
、
　
　
其
未
出
生
死
者
、
急
須
念
仏
生
西
、
以
防
退
堕
。
即
已
登
不
退
　
　
者
、
正
好
面
観
弥
陀
、
親
承
法
印
、
故
以
浄
土
終
焉
。
　
こ
の
よ
う
に
、
楊
文
会
は
中
国
に
伝
来
あ
る
い
は
成
立
し
た
十
の
宗
派
を
一
つ
の
体
系
の
中
に
配
当
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
仏
教
思
想
の
全
体
を
総
括
し
、
さ
ら
に
、
十
宗
は
い
ず
れ
も
仏
教
の
さ
と
り
へ
到
る
道
で
あ
る
が
、
浄
土
宗
が
す
べ
て
の
宗
派
に
共
通
す
る
教
え
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
　
『
十
宗
略
説
』
に
よ
れ
ば
、
戒
律
は
戒
・
定
・
慧
と
い
う
三
学
の
基
本
で
あ
り
、
身
心
を
規
律
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
仏
教
徒
は
戒
律
を
厳
し
く
守
ら
な
け
れ
ば
、
人
々
に
仏
教
に
帰
依
し
、
敬
礼
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
も
説
か
れ
て
い
る
。
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倶
舎
宗
、
成
実
宗
と
い
う
小
乗
は
仏
が
先
に
救
度
し
た
も
の
で
あ
り
、
優
れ
た
と
こ
ろ
も
多
く
あ
る
が
、
関
心
が
持
た
れ
な
い
現
状
に
対
し
て
、
楊
文
会
は
嘆
き
、
大
乗
と
小
乗
と
、
ど
ち
ら
も
ゆ
る
が
せ
に
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
の
教
判
論
の
な
か
で
、
小
乗
を
大
乗
円
教
の
初
方
便
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
　
三
論
宗
に
対
し
て
、
そ
の
教
え
が
広
く
他
の
宗
派
に
浸
透
し
た
が
、
今
は
、
そ
れ
を
習
う
人
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
近
年
日
本
か
ら
吉
蔵
の
注
疏
が
将
来
さ
れ
た
の
で
、
こ
の
宗
は
再
興
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
　
天
台
宗
、
華
厳
宗
、
法
相
宗
と
い
う
三
教
は
大
乗
仏
教
の
教
理
学
の
中
心
で
あ
り
、
禅
宗
は
階
級
を
立
て
な
い
頓
門
で
あ
る
が
、
修
行
の
因
位
か
ら
言
え
ば
、
深
浅
差
別
が
あ
り
、
今
は
随
分
堕
落
し
て
、
大
権
菩
薩
が
再
び
現
れ
、
退
勢
を
一
掃
す
る
よ
う
と
い
う
願
い
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
　
密
宗
は
三
密
相
応
、
即
凡
成
聖
を
説
く
が
、
永
く
中
国
で
そ
の
伝
が
失
わ
れ
た
。
楊
文
会
は
そ
の
典
籍
を
研
鐵
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。　
浄
土
宗
は
円
教
の
捷
径
で
あ
り
、
自
力
と
他
力
と
を
合
わ
せ
て
極
楽
浄
土
に
往
生
し
、
仏
教
の
帰
趣
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
説
か
れ
て
い
る
。
　
要
す
る
に
、
十
宗
は
み
な
仏
の
教
説
で
あ
り
、
さ
と
り
へ
導
く
道
で
あ
る
が
、
最
後
に
浄
土
へ
の
信
仰
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
浄
土
宗
を
仏
教
の
帰
結
と
す
る
こ
と
に
、
楊
文
会
の
仏
教
思
想
の
立
場
と
主
張
が
顕
れ
て
い
る
。
浄
土
宗
と
他
宗
派
の
異
同
に
つ
い
て
、
彼
は
「
念
仏
に
よ
っ
て
心
地
を
明
か
す
と
い
う
点
で
は
、
他
宗
と
の
違
い
は
な
い
。
し
か
し
、
念
仏
に
よ
っ
て
浄
土
に
生
ま
れ
る
、
と
い
う
点
が
た
だ
こ
の
（
浄
土
）
宗
の
独
創
な
の
で
あ
る
」
と
説
く
。
つ
ま
り
、
心
の
本
性
を
究
明
す
る
こ
と
は
他
宗
派
と
同
様
で
あ
る
が
、
念
仏
に
は
そ
の
他
に
往
生
浄
土
と
い
う
独
自
の
働
き
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
う
な
が
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
浄
土
教
は
大
乗
仏
教
の
原
理
と
直
結
す
る
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
独
特
な
思
想
的
性
格
を
有
す
る
点
を
指
摘
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
楊
文
会
の
浄
土
宗
理
解
の
一
つ
の
特
徴
で
あ
ろ
う
。
　
ま
た
、
上
の
理
解
と
関
連
し
て
、
浄
土
念
仏
は
数
多
く
の
大
乗
経
論
の
な
か
で
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
大
乗
仏
教
に
共
通
す
る
教
え
で
あ
る
、
と
楊
文
会
は
言
っ
て
い
る
。
彼
は
、
『
華
厳
経
』
の
最
後
で
普
賢
は
十
大
願
に
よ
っ
て
極
楽
に
導
こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
、
浄
土
宗
は
普
賢
を
初
祖
と
す
べ
き
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
馬
鳴
大
士
は
『
大
乗
起
信
論
』
を
造
っ
て
極
楽
に
帰
し
、
ま
た
龍
樹
菩
薩
も
『
十
住
毘
婆
娑
論
』
、
『
大
智
度
論
』
な
ど
の
論
を
作
り
、
浄
土
に
帰
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
浄
土
教
が
大
乗
仏
教
に
共
通
す
る
理
論
的
基
盤
の
上
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
、
普
賢
、
馬
鳴
、
龍
樹
な
ど
の
大
乗
菩
薩
た
ち
の
例
を
引
い
て
説
い
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
十
宗
が
浄
土
に
帰
す
る
と
い
う
主
張
の
正
当
性
を
補
強
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
し
か
し
楊
文
会
に
お
い
て
は
、
浄
土
宗
を
最
後
に
置
く
の
は
決
し
陳階唐時代の東アジア仏教における宗派意識の問題点コメント513
て
浄
土
宗
が
他
の
宗
よ
り
価
値
的
に
優
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
な
い
。
そ
も
そ
も
、
『
十
宗
略
説
』
は
優
劣
と
い
う
教
判
の
視
点
か
ら
十
宗
の
配
列
を
価
値
的
な
順
序
に
し
て
い
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
浄
土
宗
は
他
の
宗
派
よ
り
最
後
に
配
置
さ
れ
、
し
か
も
す
べ
て
の
宗
派
が
帰
入
す
る
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
浄
土
宗
は
他
宗
よ
り
簡
要
か
つ
容
易
で
あ
り
、
解
脱
に
到
る
速
度
に
お
い
て
も
優
れ
て
い
る
こ
と
の
他
に
、
『
十
宗
略
説
』
の
序
文
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
機
根
（
素
質
）
の
適
応
関
係
の
広
さ
に
あ
る
。
他
の
宗
派
の
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
一
部
の
機
根
に
適
応
し
て
い
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
浄
土
宗
は
す
べ
て
の
機
根
と
相
応
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
他
の
法
門
は
み
な
浄
土
宗
の
資
糧
と
な
る
、
と
楊
文
会
は
考
え
て
い
る
。
要
す
る
に
浄
土
宗
の
融
通
性
に
着
目
し
て
最
後
に
配
置
し
た
の
で
あ
る
。
　
楊
文
会
の
機
根
に
関
す
る
考
え
に
は
末
法
意
識
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
古
代
と
比
べ
て
、
現
在
で
は
衆
生
の
機
根
は
低
下
し
て
い
る
が
、
浄
土
の
法
門
は
「
末
法
の
修
行
」
に
よ
っ
て
も
速
成
か
つ
不
退
転
に
仏
果
に
直
行
し
得
る
「
普
度
法
門
」
で
あ
り
、
何
よ
り
も
時
と
機
に
投
合
し
た
教
え
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
る
。
楊
文
会
は
十
宗
が
み
な
仏
の
教
説
で
あ
り
、
さ
と
り
へ
導
く
道
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
宗
も
そ
の
最
後
に
浄
土
へ
の
信
仰
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
余
の
九
宗
を
放
棄
・
否
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
　
楊
文
会
に
よ
る
『
八
宗
綱
要
』
受
容
の
背
景
に
は
三
つ
の
要
素
が
存
在
す
る
こ
と
を
見
過
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
考
え
る
。
ま
ず
第
一
に
、
凝
然
『
八
宗
綱
要
』
に
見
え
る
よ
う
に
、
仏
教
を
い
く
つ
か
の
宗
派
に
分
け
て
見
る
捉
え
方
が
、
古
代
中
国
に
は
す
で
に
存
在
し
て
お
り
、
『
仏
祖
統
紀
』
を
は
じ
め
と
す
る
中
国
の
仏
教
史
書
に
そ
の
よ
う
な
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
『
八
宗
綱
要
』
ほ
ど
集
約
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
一
応
幾
つ
か
の
宗
派
ご
と
に
伝
承
、
教
義
な
ど
が
要
約
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
が
清
末
中
国
に
お
け
る
『
八
宗
綱
要
』
受
容
の
土
台
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
つ
ぎ
に
、
清
代
に
成
立
し
た
『
禅
門
日
講
』
の
中
に
も
宗
派
的
理
解
が
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
『
禅
門
日
諦
』
は
清
代
寺
院
に
お
い
て
広
く
読
諦
さ
れ
て
い
た
日
課
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
は
『
釈
迦
世
譜
』
、
『
五
家
宗
派
』
、
『
仏
祖
心
灯
』
、
『
宗
教
律
諸
家
演
派
』
と
い
っ
た
法
脈
や
教
学
の
分
派
な
ど
に
つ
い
て
簡
単
に
記
述
し
て
い
る
書
物
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
記
述
は
師
資
相
承
、
つ
ま
り
法
脈
に
重
点
を
お
い
て
お
り
、
教
義
に
つ
い
て
は
数
行
の
詩
句
に
、
き
わ
め
て
簡
略
に
ま
と
め
て
示
す
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
内
容
も
正
確
さ
に
欠
け
て
い
る
。
日
課
用
の
テ
キ
ス
ト
に
過
ぎ
な
い
と
は
言
え
、
明
ら
か
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
楊
文
会
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
、
中
国
仏
教
の
歴
史
を
再
構
築
す
る
た
め
に
、
「
宗
派
」
の
整
理
と
い
う
作
業
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
変
法
運
動
の
失
敗
で
日
本
に
亡
命
し
て
き
た
梁
啓
超
と
い
う
人
物
は
、
一
九
〇
二
年
に
『
論
中
国
学
術
思
想
変
遷
之
大
勢
」
を
著
し
、
中
国
学
術
思
徳
史
に
お
け
る
中
国
仏
教
の
歴
史
的
展
開
と
そ
の
地
位
に
つ
い
て
論
じ
、
日
本
人
の
『
八
宗
綱
要
』
、
『
十
二
宗
綱
要
』
、
『
仏
教
各
宗
綱
領
」
な
ど
の
書
物
に
基
づ
い
て
中
国
仏
教
各
宗
派
の
教
義
を
要
約
514東洋文化研究10号
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
彼
は
中
国
の
諸
宗
派
は
多
く
は
中
国
が
自
ら
創
り
出
し
た
も
の
で
、
イ
ン
ド
の
唾
余
を
そ
の
ま
ま
継
承
し
た
も
の
で
は
な
く
、
大
乗
の
教
義
を
大
成
し
た
も
の
だ
と
み
な
す
一
方
、
日
本
仏
教
の
諸
宗
派
は
単
に
中
国
仏
教
の
広
が
り
で
あ
り
、
中
国
仏
教
の
「
宗
派
」
の
範
囲
を
越
え
て
は
い
な
い
た
め
、
「
宗
派
」
は
日
本
仏
教
で
は
な
く
、
む
し
ろ
中
国
仏
教
の
特
徴
で
あ
る
、
と
主
張
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
も
と
、
楊
文
会
の
時
代
に
、
「
宗
派
」
に
基
づ
い
て
中
国
仏
教
を
把
握
す
る
方
法
が
重
視
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
し
か
し
な
が
ら
、
凝
然
と
楊
文
会
の
両
者
は
い
ず
れ
も
、
「
宗
派
」
の
要
件
と
し
て
、
伝
承
、
経
典
、
教
義
に
重
点
を
お
く
が
、
国
家
の
関
与
（
宗
名
の
認
定
、
僧
の
資
格
や
定
員
の
認
可
）
、
寺
院
の
形
態
（
寺
檀
関
係
、
本
山
末
寺
関
係
、
寺
院
経
済
）
、
儀
礼
な
ど
と
い
っ
た
制
度
の
面
に
は
全
く
言
及
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
を
も
包
括
す
る
「
宗
派
」
の
成
立
は
、
後
の
近
代
的
「
宗
派
」
観
の
出
現
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
　
中
国
仏
教
に
は
十
宗
が
あ
る
と
い
う
彼
の
主
張
は
後
に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
中
国
仏
教
研
究
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
水
野
梅
暁
の
『
支
那
仏
教
近
世
史
の
研
究
』
（
一
九
二
五
年
）
は
楊
文
会
の
十
宗
説
を
継
承
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
中
国
で
も
、
一
九
六
〇
年
代
に
、
湯
用
彫
の
「
中
国
仏
教
無
十
宗
」
が
発
表
さ
れ
る
ま
で
の
七
〇
余
年
間
、
楊
文
会
の
十
宗
説
が
一
般
的
な
常
識
と
な
っ
て
い
た
。　
中
国
仏
教
の
宗
派
が
い
く
つ
あ
る
の
か
、
と
い
う
問
題
は
い
ま
で
も
一
つ
の
課
題
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
議
論
を
深
め
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
凝
然
の
学
説
が
約
七
百
年
の
後
に
中
国
仏
教
者
に
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
、
凝
然
の
業
績
が
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
近
代
日
中
仏
教
交
流
史
に
現
れ
た
興
味
深
い
現
象
で
あ
る
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
注
（
1
）
　
陳
継
東
『
清
末
仏
教
の
研
究
ー
楊
文
会
を
中
心
と
し
て
』
、
山
喜
　
　
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
三
年
、
四
九
三
頁
。
（
2
）
　
同
左
、
五
〇
七
頁
。
（
3
）
　
長
自
如
冠
九
年
伯
の
生
涯
は
ま
だ
不
詳
で
あ
り
、
そ
の
八
宗
に
関
　
　
す
る
内
容
も
未
詳
で
あ
る
。
（
4
）
　
凝
然
の
『
八
宗
綱
要
』
に
は
、
倶
舎
宗
、
成
実
宗
、
律
宗
、
法
相
　
　
宗
、
三
論
宗
、
華
厳
宗
、
天
台
宗
、
真
言
宗
と
い
う
八
宗
を
主
に
述
　
　
べ
て
い
る
が
、
書
末
に
禅
宗
と
浄
土
と
い
う
一
節
が
付
録
し
、
「
日
　
　
本
近
代
、
若
加
此
二
宗
、
即
成
十
宗
」
と
説
い
て
い
る
。
（
5
）
　
湯
用
彫
「
論
中
国
仏
教
無
十
宗
」
「
湯
用
彫
学
術
論
文
集
』
、
中
華
　
　
書
局
、
一
九
八
三
年
、
三
六
七
ー
六
八
頁
。
（
6
）
　
平
川
彰
著
『
八
宗
綱
要
』
上
、
大
蔵
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
、
四
　
　
六
頁
。
こ
の
次
第
の
浅
深
に
つ
い
て
、
平
川
彰
は
、
『
八
宗
綱
要
』
　
　
に
お
い
て
は
浅
深
の
次
第
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
全
体
　
　
と
し
て
や
は
り
価
値
的
順
序
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
7
）
　
高
柳
信
夫
「
「
中
国
学
術
思
想
史
」
に
お
け
る
仏
教
の
位
置
ー
梁
　
　
啓
超
の
場
合
」
（
『
言
語
　
文
化
　
社
会
』
第
5
号
、
学
習
院
大
学
外
　
　
国
語
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
七
年
三
月
）
を
参
照
。
陳陪唐時代の東アジア仏教における宗派意識の問題点コメント515
（
8
）
　
以
上
の
背
景
に
つ
い
て
、
上
掲
の
高
柳
論
文
、
エ
リ
ッ
ク
．
シ
ッ
　
　
ケ
タ
ン
ツ
（
国
『
節
G
o
。
巨
爵
Φ
＄
自
）
の
「
清
末
・
中
華
民
国
期
に
　
　
お
け
る
仏
教
史
観
と
『
八
宗
綱
要
』
の
役
割
」
（
未
刊
）
を
参
照
し
　
　
た
。
（
9
）
　
エ
リ
ッ
ク
・
シ
ッ
ケ
タ
ン
ツ
（
国
円
涛
の
〇
三
〇
冨
＄
コ
N
）
の
「
清
　
　
末
・
中
華
民
国
期
に
お
け
る
仏
教
史
観
と
『
八
宗
綱
要
』
の
役
割
」
　
　
（
未
刊
）
は
、
『
八
宗
綱
要
』
の
中
国
で
の
受
容
過
程
を
丹
念
に
分
析
　
　
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
『
八
宗
綱
要
』
が
唐
代
仏
教
に
基
づ
い
　
　
た
「
宗
派
」
と
い
う
規
範
を
近
代
中
国
仏
教
学
者
に
提
供
し
、
中
国
　
　
仏
教
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
や
唐
代
仏
教
へ
の
「
復
古
」
を
　
　
促
す
役
割
を
果
た
し
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
の
西
洋
　
　
仏
教
学
者
に
よ
る
日
中
仏
教
の
「
宗
派
」
に
つ
い
て
の
最
新
研
究
も
　
　
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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